
　（別紙４（２）） 事業所名 アットホーム三谷

目標達成計画 作成日：　平成28年10月18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1
３３
（１
２）

重度化・終末期の対応に関して、利用者の状況・
家族の意向を確認し、一定条件の下、看取りを実
施してきているが、その場合、担当フロアースタッ
フへの精神的・肉体的負荷が過小評価されてい
た懸念がある。

スタッフ全員に「看取りを行う事の意味」を再
度説明するとともに、、今以上に担当スタッフ
からの聞き取りを行い、看取り時に必要な応
援体制を構築する事を習慣化し、スタッフが
安心して、積極的に看取りに取り組める環境
とする。

「看取りの意味の説明」を早期に実施する。
現在、重度化が進んでいる利用者さんへの対応
について、再確認を行う。
看取りそのものについては発生時に対応する。
（目標の中に一部具体的対応を記述）

３ヶ月

2
35

（13）

施設改修後の、避難経路・不具合等の確認・徹
底が不十分。

スタッフ（含む利用者さん）が、安心できるよ
う、不具合等を具体化し、改善・対処する。

○避難経路→直近の避難訓練（消防立ち合い）
で、実践訓練を行う。
②不具合→物理的な対応が可能な物、不可の
物（建築基準法等）を明確にし、対応可能な物は
業者依頼等を行い、不可な事柄は、スタッフの智
恵を集め、運営の工夫を行う。

６ヶ月

3 4（3）

運営推進会議（を活かした取り組み）が形骸化し
てきている。

地域連携の強化につながるよう、運営推進会
議を活用する。

他事業所（別法人も含む）の運営推進会議に参
加する計画を実行し、参考事例等を取り入れる。

６ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


